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Histologic features and the nervous connection of the tendon-muscle spindle 

have been experimentally studied i 1. m. triceps surae of adult cats. To determine 

the nature of distributing nerve fi.bers, the morphological changes following the 

severance of various spinal nerves are also traced. 

Results and conclusion are as follows : 

1) The spindle is a spindle-shaped encapsulated tendon自berbundle which lies 
at the junctional portion between muscle and tendon, its size being 0.7 mm.× 

0.2mm. 

2) Tendon五herswithin the spindle are rather thick, somewhat wavy, and 

loosely arranged in parallel with its long axis. The distribution of五bersis relati-

vely dense in the periphery near the capsule and loose in the central portion. 

3) Nerve fibers of three di妊erenttypes are found in the spindle : i) the 

thickest are myelinated fibers which form the complicated terminal network among 

tendon五hersand are sensory a宜erent五hersand ii) the most slender are unmyelin-
ated and supposed to be sympathetic. In other words, there exists the double 

innervation of somatic and autonomic nerves. iii) the nature of the五nermyeli-
nated五berscan not be made clear. 
4) By the mechanism that tendon fibers within the spindle are strained or 

released corresponding to the contraction or relation of the muscle五hersattached 

to them, impulses are transmitted to the nervous center. 

5) The tendon spindle and the muscle spindle are frequently situated not so 

far from each other, arranging their longitudinal axis on the same line. Freque-

ntly, neighboring two apparatus receive nerve fibers from the one and the same 

n巴rvousbundle. 

6) It is considered that the tendon-muscle spindle and the muscle spindle 

are closely related anatomico-physiologically and always cooporatively in action 

in the control of movements and the maintainance of muscular tonus of the 

voluntary muscles. 

7) The tendon-muscle spindle can be most easily discovered in the neigh ho-
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urhood of a tendon bundle when a junctional part between muscle and tendon is 
examined at a point of the intersection of a tendon bundle and the prolongation 

of the longitudinal axis of the muscle spindle. 
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.=.. 
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随意筋の機m.m：主として運動神経に依って支記され
るが，務緊張，反射運動等の複雑な機能的現象は単に

運動神経のみでなく，他の神経も亦大いに関与するも

のでらって，神経と極めて符／援な闘係、にある筋紡錘に

就てはその構造，神経分布等の形徳学的研究は詳細を

極め，その病態生理も明かにされている．然るに随意

筋の機能営為上不可分の関係にある艇にl就て，その分

布神経に関する研究は極めて少し殊に筋緊張及び腿

反射に重要な役割jをなす腿紡錘の組職学的形態学的構

造は勿論，その支配神経に闘する研究は駆めて客々た

るものでるる．腿紛錘に分布する神経に就て， 1880年

GO LG Iは鍍銀法を用いてその終末構造を明かにし，

"0RGAl¥0 NERVO TER"'.III:-¥OLE :-mscuLO 

TE>:DIXE011と称したが，1889年KOELLI KERはこ

の特殊の神経終末器官を＂GOLGI’scherSEH?¥ENS-

PINDEL11と命名してより CATTANEO,CIACCIO, 

P A!¥Sll¥'I, RUFFINI, HUBER, DOGIEL等の研

究に依って分布神経の形態学的構造が明かにせられた

が，この神経の所属系統への究明及ひ楠物神経分布の

有無に就ての記放はなく，イ~:ffHこ於ては拠!fi}j錘の分布

神経に関する研究は全く皆無である．従って，私lI臨問、
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第六章 総括並に考按

第七章結誇

上限反射機序，紗J緊張，筋覚等随意筋の機能営為に密’

接な関係を有する腿紡錘の組織学的被態掌的構造及び

分布神経の状態を明かにすると共に更に脊際神経切断

を行い，該分布神経の所属系統を究明せんとした．

第二奪実験材料に実験方法

成主Aぜる泌を湧.1MEに到ら しめ，神経に於ける死後

変化を可及的避けるため迅速に坐骨神経，排腸筋，比

目魚筋の筋腿移行苦flを採取し，直ちにメタノーJv，中

性10%プオルマリシ液に浸漬固定した．

第一節動物実験

エーテル麻i'ii'の下に松弓切除術を行いl硬膜に達した

る後ペルミカン品0.2～0.3c・c.を用い腰髄麻併に置換え

て土下にti弓切除術を進め坐骨神経領域である第四，

五，六，七穣神経及び第一｝ilJ骨神経の

(A) 前後根を脊髄後根枠経部即ち脊弱と脊髄後根

神経節の聞にて切断．

(B) 同領域の脊髄後取神経節を切除してー定時日

を経て種々なる時期に潟血死にきヨjらしめ所要の神経幹

及び筋線維片を採取した．

第二節観察方ー法

第一項神経梁色法

〔I〕萌h索柴色には
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(A) RAMON. Y. CAJAL氏中本氏主主／J；近際氏改

良法

（北野病院業績報告第二巻章第二冊 昭和11年8月）
(B) BIELSCHOWSKY氏瀬戸氏変法

（解剖営雑誌23巻2号昭和122年7月）

(C) BIELSCHOWSKY氏鈴木氏変法

rn歯神経領以5巻2号昭和27年4月）
の三方法を忠実に守っていったが何自己の迂！険に依り

注意した点を述べると，

(1) 蒸漏水は可及的萌鮮な再蒸溜71'を用いた．
(2）使用するプオルマ リン液は常に中性とした．

即ちブオルマリシ除、液に沈降性炭酸カルシウムを

ろlo～1tb容を加えて貯寂し，別に沈降性炭酸カルシウ

ムを電気炉にて焼き，水酸化カルγウム淡を作り，こ

れを以て所要の%プオルマリン液を使用都度滴定して

比色表により中性とした．

(3）実験容器に金属イオシ及び脂肪の附着しない様

に石鹸水及びグローム音~撲を用いて常に清浄に保ち，

実験操作中手指による容認の汚梁を注意した．

瀬戸氏法及び鈴木民法は凍結切片なるため腿紡錘の

梁色に多大の努力を要 Lたが後者は前者に比し実験操

作が簡単でるり，特殊の技術，経験を要せず容易に梁

色される利点があり，主として後者を用い， CAJAL 

氏近iW氏改良法と対比しつ L検鏡した．

〔E〕髄絡染色として，
KULCHITSKY氏綴鞘染色法を用いた．

第二項 一般染色法

ツエロイジシに包怨し， 連続切片となし

(1) IIヘマトキシリン．エオジンHm:複染色法．
(2) ワイグルト氏弾力樹i江染色法

をffい検鏡した．

第三章正常骨格筋に於ける睦紡錘の組

結学的並に形態掌的構造

脇勧錘は健東より筋線維に移行する音r；にらる薄い被
膜に包まれた際線縫東であって，一端は膿側に， 他端

は2～数本の筋線縫に移行する．その形は中央部で軽

く膨隆した勧錘形を呈し，大きさはツエロイジシ切片

標本に11~て長径 0.7mm， 横径 0.2mm である．

第一節腿紡錘被膜の構造

被肢は薄禁状でこ～三層の求心性に投手lJした結合繊

層よりなり，腿紡錘の長ili-f!J方向に平行した，粉々細長

く照曲した核を有す．赤道部と阿極吉r；との厚さに変化

はないが，神経進入部は僅かに厚い層をなしている．

t1~n）~中の弾力俄散の有無を追求 したが詳かにするを得

な力ぬった．

第二節目逮紡錘内腿線維束の構造

際紡錘には筋紡錘に於げるが如き淋巴院Vi：、なく， 血

管の進入を証明し得なかったが，淋巴球を少数乍ら梁

間した． 健司f,I陸線維カ砕＇，： ；・二）:1曲することなし規則

正しく縦に排列して結合せられているのに反して限紛

錘，腿線維は綿々太く，被膜周辺部に¥ii'，＇に，中心部に

疎に緩く結合せられj王曲を呈している．百t腿：f泉能移行
部屈の結合状態は！陸線維I.ffを中心にしてその周囲を筋

線維が束ねて包む様にして結合している．

第三節目建紡鍾と筋紡錘との位置的関係

！陛紡涯の長制！線上余り速からざる筒所に紡勧鍾を発

見する場合が多く，従って腿紡錘の発見には隊東の近

傍に筋紡証Eを認め，その長ilirl1椋と腿東との交叉部附近

即ち筋腿繊維移行部を検索すれば良い．

第四章正常骨格筋に於ける［建紡錘分

布神経所見

腿紡錘~三分布する神経線維3誌は各々その太さを異に

する三種の神経ポ泉市日ーより成立うてL‘る．この小神経東

は腿紡錘近傍に存在する筋紡錘にも小神経東を分岐す

る筋聞神経東よ り分れて，筋線維を斜に走行し乍ら一

定区間経過した後． 直樹賎紡錘の紡錘状膨隆部即ち芳、

道1却に達するか，又は両極何れか一位に偏して被膜に

達するか，裁は叉，l直接隠東に達し！陸線級聞を走行し

て腿紡錘陸側極に主的，この音i；より勧鐙内に進入する

かでるる．被膜に達した小神経東はこれを直角叉は斜

に貫通する．

(A) 最も太く して通常運動神経の2倍乃至はそれ

以上の太さを有する1～5僚の大径有髄神経は被膜を貫

通 した後，進入門を赤道部に有するものは直ちに入学

状に分れて両極に向い，一極より進入せるものは2～3

叉状の第一分岐をなしつ L他極に向う．何れ‘を進入門

とするものも更に第二第三と同様の分肢を繰り返しつ

弘急漫にその太さを按じ，分岐した各小枝は隠線維の

長軸に陥 平々行に健線級聞を迂曲しつ込経過し，種々

の角度で無数の納枝を出すと共に髄轄を失う．更に分

岐を繰返 して終枝となり円形，楕円形，又は多角形の終

網を形成している．第二分岐後全経過中神経線維よ り

直接有髄の仮I］枝を派出し，同様の分岐を繰返し終制に

終る．従って大径有髄神経は一見小法を持った複維な
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結J枝状叉はlff.木状を呈す．多む多様に分校しすこ終111,
終綱の状惨をfHfl!にあ］本するに，終枝，終鱗内の三~1;1，、

の神経j判決f;ll：周回物質に依り結合され，終校内では迂

曲は少いが終綱内では互に吻合して徴細な網を形成し

その一角より更に神経原線（況が派出し同様の終綱を形

成し隣接終網との聞にl吻合枝を出すものもある．終網

の周囲との境界は割合に判然としていて， CAJAL氏

染色に依らとその周聞は原折芸名高き透明層で明かに区

別されているのを見る．

(B) 前記小神経東内に含まれている；徹納な数僚の

無髄神経は大径有髄神経と共に被膜を寅き単一走行を

なし途中分校する事なく際線矧；上を走るが，その経過

を終末まで追求するを符なか－－：.・tこ．

(CJ 大径有鎚神経と共に納小な有髄神経と恩われ

る2条の神経線維が腿紡錘に進入するのを認めたが，

紡錘内に於ける分岐状態を詳かにすることは出来なか

った．

第五章脊龍神経切断実験成績

第一節 脊髄干申経前後根を脊髄後根神経節上

部にて切断せる場合

脊髄神経首riJ後根を脊髄後根神経節との聞にて切断後

10時間， 4日， 6日， H日， 21日を経過せるものの排腸

筋及び比「J:ff.l筋，！｛o骨神経眠経及びその終末の状態を

検鏡した．

第一項坐骨神経並に筋聞神経所見

坐骨神経斡及び筋聞神経束内の中径有髄神格線級は

¥IV,¥LLER氏変性に陥る．即ち40時間にして膨化し，

I瞥銀性は減退，不平等となり， 6日後には断裂，崩包＇，

吸収が次第に激しくなり， 21RFlに到れば殆ど吸収清

掃せられ痕跡を.ti:.めるが，大径有髄神経及び細小無髄

神経線維には何等の変性を認めない．

第二項筋！書に於ける神経線低所見

筋層内中径有穏神経線；＼証及びその終末に於ては10r侍

聞にして神経線維は膨化，時書銀性fl:減退し，終枝t工断

裂，終綱ft.崩壊するが底b反核は日j浅存している．然し

4日後になると庭t反核も崩援吸収せられ，終校の崩壊
も盛んとなり更・1こ日を経るに従ワて吸収せられるに至

る．

章第三項腿紡錘内神経所見

之に反L際紛鍾に分布する大径有鑓神経，納小なイ1

髄神経及び繊細な無i',D神経線維は何等の変化主受け

ず， 依然として原形を保持しつ L残摺する．

第四項小括

この笑！験によって変性に陥る ~fl径有髄神経は脊髄内

に存するネI~経納抱よ 1.1?i6足する神経線刊にしてこれJill

ち運動神経線市Jkであるが，腿紡錘に分布する所の全く

変性を見ない大径有髄神経線j;ff:ft.，前者と全く異る経

過をとるものでらって，脊髄外に存する神経細胞即ち

脊髄神経節又ft.交感神経系統に属する神経細胞より発

足する神経線維である事を立認するものである．

第二節脊髄後根神経節切除の湯合

脊髄後；県神経節を切除し， 40時間，f日， 6R,208, 

43 Elを経過せるものの坐骨神経幹及び排腹筋，比目魚

筋に就て神経要素を検鏡した．

第一項坐骨神経幹主主に筋間神経東神経線維所見

ガfu有髄神経線l:tl'Iこ著LL、変性を来した，即ち40時

間後膨化問脹し，辺縁は凹凸不規則となり，曙銀性ft-

減退するが断裂は認めない．

髄革告は梁色性は不同にして大小の空胞を生じ所々

に断裂を認める． 4日に至れば断裂崩壊し大小不同の

小頼下立となり，或る音Rで

ll 日後には崩語E吸収は更にj笠み点々徴納頼粒を認めるI
度となり，16日後に至れば殆ど吸収清掃されて了う．

20日， 43日となれば全く清掃されて間質憎殖を認める

に至る.Jillち変：ttは1～2週間に最高に達する．
第二項腿紡錘内神経線言問？見

大径有髄神経線総は1.0時間後には膨化腫脹L，辺縁

不整で髄鞘の染色性不同でま妊点状を呈す．終鰐ft~｛じ

！庫脹して傷銀性に7しL、が断裂は認められない.4日

を経れば大径有髄神経線~II:は終網に至る迄大小不同の

イ~~境位に断裂崩援し，終枝，終網の原形を止めず，髄

絡も叉大小の髄質頼粒を生じ， 6日後ともなれば崩暖

してII&.収せられ， 16日に至れば全くtr&収清婦され，髄

革Ht微細額f.＇（を僅かに認 める程度となる.21日， 40日

の除木では全く！吸収清掃されている．之に反して腿紡

錘に達する小神経東内線納な無鎚神経線紘It認むべき

変化を呈する事もなく依然として原形を保ってい毛．

正常腿紡錘小神経東で認めた納小有髄神経に就て本笑

験に於ては全く梁出し得ず，如何なる態度を執ってい

るかを言及する事は不可憾であウた．

第三項筋層内中径有櫛？4'経所見
筋聞神経東及び筋層内中径有髄相l経F勝世』t終末に到

る迄断裂を来すが如き変性t主認めなかった．

第四項小括

木笑験によってW入LLER氏支性を忙？大径有髄神
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経線維は脊髄後線神経節に存する神品納胞より発足す

る神経線縦である事を知る．叉木＇.：（！！；~に依っても織納

な無髄神経.f,Jj!j維は何等の変化をも受けない点より， H

鎚後根神経節以外にある神経細泡より発足するもので

ちる事を知る．

第三節脊髄神経切断実験成績総括

第一節実験に於てWALLER氏支性を起きず．第二

節実験にて変性する大径有髄神経線維NDち腿紡錘赤道

部又はー躯より進入する最も太き神経慌維は，凡て作

髄後根神経節内に栄養納抱を有する求心性知覚神経線

縦である事を知る．前記両笑験に依って何等の変性を

起きない諸島納な無髄神経線維は交感神経節状索又はそ

れより末的に位する末梢神経細胞より発足する交感神

経線維と見倣し得る．細小有髄神経楓継に就てIi:，第

一節実験によっては影鮮を受けないが，第二節実験に

よっては全く不明にして，本実験を通じて何れの系統

に属するものであるかを詳かになし得なかった．

第六章 i総括並に考按

以上の観察所見及び笑験成慣に基き腿勧錘を形態学

的及び機能的方面より考察するに，！隆紡錘＇i筋腿移行

部にらって，罪薄な被膜に包まれた健闘症は腿紡錘の

長制lに平行に立k列しているが，梢々太く廷闘を皇し緩

く結合され被膜周辺に千円，中心部には溺？に分布してい

る． この一端は整然と配列した級事~：な腿東に，他端は

数本の筋線惟に移行していて，この中に淋巴球を少数

乍ら染出し得ている事から考えるし被膜内lヒ或る程

度の淋巴液の瀦溜があって腿線維はこれに浸漬され，

腿鮒仕の機砲を容易ならしめ，感受性を敏感ならしめ

ているのではなからうか．

腿紡錘分布告神経線級はその形態より三種に区別する

事が出来る．即ち最も太き神経線惟は隣紡錘の赤道部

叉ft一極より進入して際線般に達し，分岐して際線維

に盛んな終綱を形成する．日建勧鍾内分布神経の大部分

を占め，その終末分岐状態ft運動神経終末とは全く趣

を具にしている．脊鯨神経切断に於て述べた如く， 街

頭前後狼を脊髄後狼神経節上部に於て切断する時ft筋

！冒tこ於ける中径有髄神経はWALLER氏変性に陥り，

穎位状に崩壊し，全く原形を止めないのに，この神経

線維は終末分校に至る迄依然として原形を保持して残

留する．次いで脊髄後根神経節の切除を行い日を追っ

て観察するに坐骨神経斡及び節聞神経東内大径有髄神

経線組も，この太き腿紡錘内俳経線維も終末tこ至る

；主額粒状にl/11！妥して全く原形を止めない．前者に於て

主主，.，十せγ後者に於て変刊ーするこの大き有樋神経預~ilfiit

脊髄後線神経節に存在する神経細胞より革自足する神経

線維と見倣すべく，終末形成の状態よりするも止tは感

賞↑生求心性神経娘役と断定し得る．

腿紡錘内に繊細な真ゎ意味の畑氏：tiffJrftrJ員i':!Iが分布す

る，jそ7かに就ては文献上明かにされていなl－.訟は木
研究に於て腿訪itに進入す句る小付経司王内に大径有随神

経と共に走る何れの部も太さに変動のない数僚の繊細

な無！；髄神経線維を認め，之を腿幼錘内に追求するに腿

眼i<li:に遣したこの傾向j(i：屈めて緩く腿線維上をj音曲し

つ込経過し分岐する＇Jli j：なし． ，

その終末を梁出する事は出来Tよかったが大径有髄神

経F泉市立の終末分校とはその躍起を具にし直ちに鑑別し得

るのである．上記何脊髄神経切断実験によるも常に変

性せずして残留するこの無関神経線維は全く脊髄神経

線維とはその経過を異にし，脊髄及び脊施後根神経節

以外の部に存する神経細胞より発足すると考うべく，

即ち交感神経節状索叉はそれより末梢に存する神島納

胞より発足する神経線総にしてもその形態より察する

も交感神経に属するものと見倣し得る．以上によって

私は腿紡錘に植物性神経の分布を確信するものであっ

て腿紡錘は知覚神経及び柿物性神経の二重支配を受け

ているものと断言する．

叉腿紡錘に進入する小神経東内に上述ニ磁の神経線

車iiiと共に細小なる有髄神経線級を認めたが，腿紡錘内
分布状態を追求し得なかった．脊髄神経切断実践にょ

うてn：髄仁神経細胞を有しない事は明かであるが，他
の点に就ては本実験に依って究明する事は出来なかっ

すし

以上述ぺた所見より腿紡錘の形態学的構造及び分布

神経の組織学的方面を明かになし得たが，更に之に基

きその機i追を考察すにる腿紡錘の機能営為と持経との

聞には符j接な関係がありその分布神経の中，大都分を

占めるものは感覚性求心性神経線f:ftであうて，際主紡錘

は随意筋中に介在する一つの感覚性神経終末装置であ

る．然らば如何なる感覚を司るであろ うか．

日建紡錘内陣閥的：割合』こ太く， 疎に，緩く結合され

j王由を呈しているので，之に続く筋腺維の収縮，弛緩

ft鍵線維の緊張，弛援となり， E帥泉維に終止する感覚

神経により中胞に伝導されるものと思われる．更ーに一

方./Jilt紡itと筋紡宜Eとは解剖j学的に符J接な関係があり，

腿紡錘の長羽~方向の程遠からざる箇所に屡々筋紡錘が
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存在し，叉盟主紡錘に来る小神経東はその近傍にらる筋

勧ー錘に分岐する筋聞神経東より岐れている事より考え

ると，店主紡itは紛の緊張，弛寺普及び巧綴運動等筋覚を
司る筋紡錘と宇野接なる有機的関聯の下に，随意筋の運

動調整及び筋緊張保持に協同しているものと思考され

る

臨床上腔反射運動は臆を叩打する場合ヵ：最も強く発

現し，筋陸移行部が之lて次ぎ，筋腹では発現しないと

いう惑はこの聞の関係を誤る穆度示しているものと恩

われる．

第七章結 圭五
回目

成熟猫の排腹筋及び比目魚筋腿移行部にらる艇紡錘

の組織学的形態学的構造及び分布神経の状態を究明す

ると共に，各種脊髄神経切断実験を行L・，その分布神

経所属系統を明かにし，臆紡錘の機能に就て考察を加

えた．

(1) ll!l'.紡錘は随意筋に存在する一つの感賞性終末装置

である．

(2）腿紡錘は腿東より筋線維に移行する訴にある被膜

に包まれた腿線館東でちって紡錘形を墨し，長径0.7

mm核径0.2mmの大きさを示す．

（め 艇勧錘内鍵線i:fHi梢々太〈，跡に結合せられ，迂

rthを呈し，被膜周辺音f>Iこ符i，中心部に践に，長刺！に

平行に立問iJし一端は漉東日建線維に，他端は数僚の筋

線下位に移行する．

(4）腿紡錘は三種の形態立立に所属系統を異にする神経

f尉庄の分布を受け，最も太〈，有髄にしてl降級紙に

複雑なる終綱を形成するものは感賞性求心性神経で

あり，最も績も納なる無随神経は交感神経でるり，際

紡錘t主知賞神経及び植物性神経の二重支配を受けて

いる．まIll小有鑓神経はその所属系統を明白ならしめ

得なかった．

(5）擬紡錘内腿繊維Ii:之：こ続く筋F尉世の収縮，弛緩てて

夫h緊張，弛緩と感受し，これを中厄に伝導する．

(6）線紡鐙と筋紡錘とは屡々畏刺l方向を同一線上に百

いて，互に余り遠からざる筒所に存在し，叉屡々近

傍に存在する両者は同一神経東よb小神経東を受け
‘てし、る．

(7）健紡錘は筋紡錘と解剖生砲学的に又機11i§的に符i接

な関聯を持ち，随意筋の遂動調j；主及び筋緊張保持に

憶に協同しているものと思考される．

(8) ！見紡錘の発見は筋腿移行部にてl限東の近傍にらる

筋紡鐙の長軌線と際東との交叉部附近を検索すると

容易でらる．

稿を終るに当り御懇篤なる御指導と御校関を趨った

恩師近際教授，御指導を賜った平沢教授に深甚なる感

謝の意を捧げまJ-.

参き文献

1) Dogie! : Go!gischen Koerperchen. Arch. f. 

mi kroskop. Anat. Bd. 67. s. 638, 1906 2) Huber. 

G. C. A note on sensory nerve endings in the 

extrinsic eye mu sci巴ofthe rabbit. Anat. Anz. 

Bd. 15, s. 334, 1899. 3) Sachs, c. : Physiologische 

und anatomisch巴Untersuchungeniiber die sens・

iblen Nerven der i-Iuskeln. Arch. Reich. u. Du 

Boisrermond ( 1874) 4) Sachs. c. : Die Nerven 

der Sehnen. Arch. f. Anat., Physiol. u. Wiss. 

Med. s. 402. 1875. 5) Stohr.: Lehrbuch der His 

tologie p. 202, 1930. 6) StOhr. : Das Peripheris-

che Nervensystem 〔Zin i日 w.Moellendorff's 

Handbuch der mikro. Anat. d. Menschen〕7)

Cattaneo : Organes nerveux terminaux musculot-

endineux, leurs con di ti on normales ete. Arch. 

ital. de biol. Bd. 10, 1888. 8) Ciaccio, G. W.: 

Sur Les Plaques nerveuses五nalesclans. Jes teudons 

des vertebres. Arch. i ta!. isal. de biol. Bd. 14, s. 

31, 1891. 9) Pansini : Des terminaisons des 

nerfs sur !es teudons des Vertebres. Arch. ital. 

de biol. Bd. ll. 1889, 10) Ru伍ni,A,: Sulla 

terminazioni nervosa neifusi muscolari e sul loro 

significato fisiologico. Atti d. Reale accad. <lei 

Lincei, Ser. S, rendiconto Bd. 1, s. 31. 1892. Sur 

la termination nerveux clans !es falsceaux muse-

ulairees et Sur Leur signi品cati on physiologique. 

Arch. ital de biol. Bd. 18 s. 106 1892. Di un h廿

ovo organo nervoso tern】inale e sul la Presenza 

dei corpuscoli GOLGI-MAZZONT. Mem. d. R. 

accad. <lei Li ncei, cl. di science日s.mat.e natur., 

Sev 4, Bd. 7 1894. Considerazioni critiche sui 

recenfl studi dell apparato nervose nei fusi oms・ 

colari. Anat. Anz. Bd 9. s. 80 1894. (7), (8), （的，（IO)

Zin in StOhr：＇・Dieperipheve Nervensystem;.in w, 

Moelleudov任’sHaudbach der mikr. Anat. d. Mens. 



桐悶良人論文附岡

第 1図
第 2図

第 3図 第 4 図

第 ろ図 第 6図

第 7 佼1 第 8図



桐田良人論文附閏

一一一戸戸、・－--"-. 、h

第 9 図

第 I1図

¥ 

・・圃・・－圃圃圃園圃圃圃．． 圃... ・・・・・・・ー．園圃・圃．圃圃圃圃
ご～一 号 、－－－－：：：：＝－. ..－／；；：＝フジ子デも「宅＝：＿..『

第 13図

tまa・・晶A

第 15図

第 10図

ヘ旬、ふれ＇t哨 叶ー， .1·.\·.\!.n品h，何回ゐ戸守~，，

~.：：.：：戸－＇ i~ ； 'r!'' ">u•. ’ I ゐ
I 

第 ・12図

第 14図

／ ／／ 
破,Ii_ -- ----

乙／／附
壬電

第 16図

『』、、

; 1 

，〆 -

~＃／＊ 



！感動鐸の研究 275 

間図説明

第 1図 猫の腔紡・鍵，舵幼経内腿線維は太〈務長に幸ff{;-

せられ蛇行す，へマトキシリ γエλジγ染色（Zeis

10×8) 

~＞ 2 図同ヒ臆線維，被膜.＆.V:i・体巴球を示す．へマ

トキシリンエオジシ染色（Zeis10 x 90) 

第3図 l両l上 赤道有名に迷せる大径有髄前11径線維は進

入後八字；11;:に分れ両換にl匂う. Cajal 氏軸索染色

(Zeis IO×40) 

第 4図伊ll二一級に；主せる大径有髄市111経線車mは他級

に 1•~ぃ走行す. Bielschowsky鈴木氏変ild1b9伝染色

(Zeis 15×8) 

UiS図同上大径有髄制1経線維の腿紡i銀内分｜技；！！；：況

Bielschowsky氏瀬戸氏変法軸索染色（ZeisIO×8) 

第6図 同上鍵紡錘内大径有髄語ljl経線維と店主線維．

複雑なる分l肢と終綱.Cajal氏軸索染色（Zeis10 x 

40) 

必7図 l司上後雑，銘1ました終校：＆..ぴ終綱． Cajal 
氏軸索染色（Zeis10 x 40) 

第8図同七彩？え及び絡網.Cajal氏申1b：＃－染色（Zeis

10 x-40) 

第9図同上前線切断後H日rl，ー撤より進入せる

大径有骨造前jl経線維，繊細無髄前11続線新t及び細小平I昔直

前JI経線維に変七I：を認めず， Bielschowsky氏鈴木氏

変法事由来染色（Zeis10×40) 

'1;10図伊li二大径有髄市ljl経の絡網，円形を長す．

Cajal氏市1h京染色（Zeis15×90) 

ff.ill図向上大径有髄面111経の絡網.Biel~.chowsky氏

鈴木氏褒法帖2伝染色（ZeisIO×90) 

1f.il2図 ~'fi ll凶の大径有骨造if.I｛』径の絡網次線細IJJ\Ti髄ff11jl経

線維の略図．

~;13図 ！日l上 』建紡錘に至る耶111経京内大径有髄，激納

f県秘：＆..び細小有髄可，41経各線維を示す.Bielschowsky 

氏鈴木氏変法！ドlh索染色（Zeis10×!fO) 

urn図同上脊髄後根市111経filj切除後7日日｝；.径有脅迫
市11経は断裂．染色性不平等を長す.Kulchitsky氏髄

鞘染色（Zeis15 x 8) 

都15凶 l司上 品1じ〈切除後11日fl大径有髄相111経線維

は崩壊吸牧せられ小点；11;:に残留す.Kulchi tsky .'.¥; 

髄粕染色（Z旦is15 x 8) 

似16図 Jill;紡鐸と筋紡銭とのfrr（音11学的位置関係を示す

略図．


